
 

①概要説明 
＜目的＞ 

 教員・大学院生・学生が学習アドバイザーとして、図書館で
大学生の学習に関する相談に対応する。 

＜実施場所＞ 図書館１Fピア・サポートルーム 

＜対応日時＞ 平日の14:00−19:00 

＜アドバイザー＞ 教職員12名、大学院生3名、学部学生1名 

         （2014年8月現在） 

＜対応科目＞ 

 数学、物理、化学、生物、英語、レポートの書き方、他 

②業務内容 
＜学びサポート企画部メンバーの業務内容＞ 

・アドバイザーの候補検討・依頼 

・アドバイザーとの情報交換・運営課題検討 

・時間割の作成 

・広報戦略の検討・広報活動 

・相談者・相談内容のデータ管理 

・SSSの効果検証 

＜アドバイザーの業務内容＞ 

・相談者の学習相談に対応 

・相談内容を「相談者管理シート※」に記入 

※相談者管理シートとは、アドバイザーが相談者の学部・学科・学
年・相談内容などを記入するシートである。また、相談シートを通
じてアドバイザーと学びサポート企画部メンバーが、運営上の課題
等の情報交換を行っている。 

 大学教育において、近年は学生の主体的な学習を促進することが強く叫ばれており、学習習環境の整備も課題の1つとし
て挙げられる。このような背景のもと、附属図書館に学生の自学スペースやグループ学習を行うラーニング・コモンズを整
備する大学が増加している。徳島大学でも2012年にラーニング・コモンズを設置した。 
 本発表では、徳島大学で学習支援活動を行う学びサポート企画部がこれまでに行ってきた取り組みの概要を説明するとと
もに、本活動の特色とも言える学生と教員と図書館の協力について報告する。 

←SSSを実施している 
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 学びサポート企画部は、大学生の日々の学習における躓きに対する学習支援を行うとともに、学習をするために必要な基
本知識・技能を習得する場や機会を創ることで、大学生の学習スタイルの向上、改善を行うという活動理念のもと、主に図
書館で学習支援活動を行っている。2014年8月現在、メンバーは学生３名、教員１名、図書館職員３名となっている。 

③これまでの実績 
 

＜2013年度＞ 

 2013年4月から2014年2月まで、授業期間中の平日は毎
日実施し、累計相談者数は352名であった。うち、前期は
210名、後期は142名であった。 

＜2014年度前期＞ 

 2014年4月から8月まで平日は毎日実施し、累計相談者
数は180名であった。また、学習に関する相談は119件で
あり、学習以外の相談は46件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

＜相談者の傾向＞ 

• １年生や、理系の基礎科目に対する相談者が多かった。 

• WordやExcel、PPTなどofficeに対する相談も多かった。 

＜今後の課題＞ 

• リピーターが多くなっているが、利用していない学生
に対してのアプローチが必要である。 

• 問題の解き方を教えるだけに留まらないような場にし
ていく必要がある。 

• 学生のニーズに合わせたアドバイザーの確保・時間割
の設定・科目配置を考える必要がある。 

• 相談者が少なかった科目に関しては、広報戦略（科目
名を分かりやすくする等）を検討する必要がある。 
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～学習支援～ 



＜目的＞ 

 レポートを書くときに注意する点を理解し、適切なレポートを書けるようにする。 

 また、1年生にレポート課題（工学部・歯学部）が出されたため、その対策として実施された。 

＜実施場所＞ 図書館１Fグループワークコーナー 

＜開催日時＞ 2014年4月21日（月）、4月23日（水） 各17:00～18:00 

＜講師＞ 古屋玲先生（全学共通教育センター） 

＜参加人数＞ 4月21日：20名、4月23日：9名 

＜参加者内訳＞ 1年生24名、2年生２名、3年生2名、4年生1名 

＜アンケートから分かったこと＞ 

・レポート作成時に注意すべき点は理解できたものの、 

 実際正しく書けるという自信を持てた学生は少数だった。 

・本企画に対する満足度は高かった。 

・レポートを作成する際の姿勢についてのお話が、強く印象に残ったようだった。 

 

・評判がよかったため、学びサポー
ト企画部ではこれからもこのような
イベントを定期的に行うことを検討
している。その際は、アンケートで
寄せられた「広報をもっとしたほう
がいい」「声が聞き取りにくかった
ので、マイクを使ったほうがよい」
などの意見を取り入れてより良いも
のにしていきたい。 

 
「レポートの書き方講座」のアンケートに「先生の研究について知りたい」という意見があった。そこで、普段聞くことの
ない研究の興味深い点や先生の思いを知り、研究に対して関心を持つきっかけをつくるために実施した。 

＜目的＞ 
 大学で行われている“研究”について、その内容、興味深いとこ
ろ、先生の想いなどを知ることで、大学における学習や研究に対
する動機づけに役立てる。 
＜企画概要＞ 
 徳島大学の教員が日々行っている研究活動についてプレゼン
テーションを行う。実施期間の内で1人当たり30分の時間を設定
し（必ずしもこの通りではない）、研究内容、興味深い点、取り
組む姿勢などを発表する。発表の仕方は指定しない（PPT発表、
講演、座談会、フリートークなど）。主な対象者は徳島大学生で
あり、学生が研究に対して関心を持つきっかけをつくる。また、
参加者にアンケートを実施した。 

先生の集め方 

•メンバー間で、話を聞きたい先生
や学生から面白いと評判の良い先
生を候補に挙げ、協力をお願いし
た。 

学生の集め方 

•気軽に学生が立ち寄れるような 
場所と時間を設定した。（目につき
やすい図書館1Fホール、夕食時を
回避した17:00～18:00） 

どのようにして企画を知ったのか
（複数回答可） 

＜参加人数＞ 
 5日間の累計参加者数：61名（運営スタッフ除く） 
＜参加者の声（アンケートより一部抜粋）＞                    
・先生のやっている研究を今まで知らなかったので興味を持った。 
・全く知らない分野だったので、話がとても面白かったです。 
・場の雰囲気が固くなかったので楽しかったです。 
・文学の話に惹かれました。これから文学の本をもっと読みたいと思います。 
・垣根を越えて学問をするということの重要性がわかった。 
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チラシ・ポスターを見て 
図書館の館内放送を聞いて 
Facebook 
講師の先生に教えてもらった 
図書館のHPを見て 
学生から講師の担当を依頼されて 
図書館職員さんから話を聞いて 
友人の紹介 

・日がたつにつれ参加
者は増えて、最終日に
は五日間で最も多くの
人が参加してくれたの
で、イベントは成功
だったと思う。 

・学生や図書館職員、
教員の協力なしにはで
きないということで、
本当にたくさんの方々
の協力が必要であるこ
とを感じた。 
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 先生のコバナシを終えて 
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～イベント～ 


